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 この度，上記製品につきまして「使用上の注意」の一部を改訂（下線部分）いたしましたので，

お知らせ申し上げます。 
なお，改訂添付文書を封入した製品がお手元に届くまでには若干の日数が必要ですので，今後

のご使用に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 
 

 
＜改訂内容＞（    ：自主改訂） 

改 訂 後 現   行 
 

3．相互作用 

併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子

（現行どおり） 

クラスⅠ抗不整

脈剤 

ジソピラミド， 

プロカインア

ミド， 

アジマリン等 

アミオダロン 

ソタロール 

過度の心機能抑制が

あらわれることがあ

る。 

減量するなど慎重に

投与すること。 

両剤の心機能抑

制作用を相加的

に増強する可能

性がある。 

ジギタリス製剤 （現行どおり） （現行どおり）

フィンゴリモド フィンゴリモドの

投与開始時に併用

すると徐脈が増強

されることがある。 

ともに徐脈を

引き起こすお

それがある。 

非ステロイド性

抗炎症剤 
（現行どおり） （現行どおり）

（現行どおり）  

 

3．相互作用 

併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子

（略） 

クラスⅠ抗不整

脈剤 

ジソピラミド，

プロカインア

ミド， 

アジマリン等 

 

過度の心機能抑制が

あらわれることがあ

る。 

減量するなど慎重に

投与すること。 

両剤の心機能抑

制作用を相加的

に増強する可能

性がある。 

ジギタリス製剤 （略） （略） 

← 記載なし 

非ステロイド性

抗炎症剤 
（略） （略） 

（略）  

 
＊改訂内容につきましては DSU No.220 に掲載の予定です。 
 

＜改訂理由＞ 

・アミオダロン製剤，ソタロール製剤，フィンゴリモド製剤の添付文書の「相互作用」の「併用注意」の

項にβ遮断薬の記載があることから整合をとるため，「相互作用」の「併用注意」の項にアミオダロン，

ソタロール，フィンゴリモドを追記いたしました。 
 
 
なお，改訂後の添付文書は日医工ホームページ 
http://www.nichiiko.co.jp/medicine/medicine_m_seihin.html 
及び医薬品医療機器情報提供ホームページ http://www.info.pmda.go.jp/ に掲載いたします。 
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